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海岸 u 下7~の研究官事 4 報，海岸淡水井の躯水汚染並}亡石油井附近底7]( の錐耳元膨隆に就いて
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之が騨水汚染が生-t-.るや否やの臨界紙態に於ける堕淡水境界面形鉄各輿ふる公式で'ある。
向ほ (7)の雨式より
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を得る。 Y'+H!主海面下の淡水暦の厚さで，Hは其中:a井戸が貫通して居る深きである
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式より(7)式を導いたと同様の手順により〆を迫出して y と p との関係式を作ればわか
* 影響宇径 R は揚7](量Kよって多少獲るか， lnRの形κなヲて作用するから，其の鍵化は (8)式
‘の計算中では毅%以上の影響を奥へない.それで、地下水準上には賞用上の見地かb同一井戸の定
常獄態のRは一定主するのが普通である.
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わけである。而Lて井底はー103.25m 第 B岡 アムステ jVダム附近の井戸貸験結呆
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l f 第 1表 和蘭の井戸貧験に上る理昔話の検霊登
r 10宮グ y' y'/h. (1 +y'/".) 2
2 0.301 18.0 0.554 . 2.42 
4 0.602 25.5 0.795 3.22 
6 0.778 29.5 0.907 3.63 
8 0.903 32.0 0.985 3.94 
10 1.000 33.5 1.031 4.11 
12 1.079 35.0 1.077 4.31 
第4圃は確かに (1十〆/h。アと logrとが直線配列を示し予の理論式を肯定する。
(2)油井の泊砂貫逼率と臨界採油量との関係式(Sc)の算例
マスカット著書 TheFlow of Homogeneous Fluidsの第495頁にある Fig.188に相官す
る貫通率九/Dと臨界採油速度。との関係を予の公式 (8c)によって計算して見ゃう。即
ち彼の想定保件は
泊の比重 Po=0.7，水の比重 P宇1，P-Po=0.3 
透油性 k/μ=1darcy=1.07似 10-3石主tm 1.0764 X 1 0-
3 X O.7 ft2 
33.89 sec. oil ft. 
=2.223X 10-5 ft2jsec/oil ft. 
油井宇径 ro=I/4ft.， 影響半径 R=500ft.， R/ro=2000であるが，此の場合にほ油屠の
厚さ D もβ で測れば，侵水生否の臨界欣態に於ける採油速度 Q1ま (8c) 式によると
Q=212d{l-(会y}
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第 5園油井の貫渇率と臨界採泊量の関係数例





1-(告y Q (bbJjday) D 
D=刈 125'Iω1 50' 15' 。 1.00 2425.6 947.5 606.4 341.1 151.6 37.9 13.6 
0.1 0.99 2401.3 937.5 600.3 337.5 150.1 37.5 13.5 
0.2 0.96 2328.6 910.0 582.1 327.6 145.5 36.4 13.1 
0.3 0.91 2207.3 862.5 551.8 310.5 138.0 34.5 12.4 
0.4 0.84 2037.5 795.0 509.4 286.2 127.3 31.8 11.5 
0.5 0.75 1819.2 710.0 454.8 255.6 113.1 28.4 10.2 
0.6 0.64 1552.4 607.5 388.1 218.7 97.0 24.3 8.7 
0.7 0.51 1237.1 482.5 309.3 173.7 77.3 19.3 7.0 
， 0.8 0.36 873.2 340.0 218.3 122.4 54.6 13.6 4.9 
0.9 0.19 460.9 180.0 115.2 64.8 28.8 7.2 2.6 
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第8表 臨界扶態}'c.於ける*泊境界商算例
(R=500/t.， η=lj4j't.， Rjη=2000) 
(i)んjD=0.75 / (i) 0.5 /(問問 / (川 0
f 宣告と:1 引 Eす~I 引ザ:'1判ザ:寸
10' 50 0.883 0.133 0.789 0.289 0.720 0.470 0.697 
20 25 0.903 0.153 0.826 0.326 0.777 0.527 0.753 
50 10 0.932 0.182 0.880 0.380 0.847 0.593 。.836
1∞ 5 0.953 0.203 0.919 0.419、 0.896 0.646 0.888 
150 3.333 0.96!! 0.216 0.939 0.439 0.923 0.673 0.918 
200 2.5 0.975 0.225 0.955 0.455 0.942 0.692 0.938 
300 1.667 0.987 0.237 0.976 0.476 0.967 0.717 0.959 
400 1.25 0.995 '0.245 0.990 0.490 0.986 0.736 0.985 
5∞ 1 0.250 0.500 0.750 


































5) 油田に闘する理論はマスカッ 4 トの想定保件に準じて賓算を行ひ，彼の理論的結果と比
較し其の優劣を批判"Gj，と。
本研究は文部省科事研究費による第 112研究班の一事業として遂行した。
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